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新年おめでとうございます。
施設長　
新年おめでとうございます。
　埼玉県Ｋ市にある我が家の新年は、例年どおり母と妻と私の三人で迎えました。今年九十五歳になる母は要介護一、一人で外出は無理ですが、耳が少し遠く歩行器が必要な以外は至って元気です。これまでに、手すりの設置等の住宅改修を行い、昨年秋からは週一回の訪問リハビリを利用してきました。が、介護サービスの入門編ともいえるデイサービスは何故か行こうとしません。社会との繋がりや入浴できること等から是非通ってほしい。居宅のケアマネだけでなく母が信頼する地域包括のケアマネＳさんにも勧めてもらいましたがうんと言いません。
そんな母ですから、年末に妻と京都へ二泊旅行を計画した時には、ショートステイに行ってくれるか心配でした。母を連れて近所にある特養ホームのショートステイを見学したところ、少々ショックを受けた様子でした。ならばと言うことで、車で十分ほど離れた要支援の利用者が多いというショートステイ専門施設を利用することにしました。
　「二，三日なら一人で家にいられる」となおぐずる母を説得し予定どおり京都旅行に出かけました。旅行から帰り迎えに行くと、母は「職員の人たちが明るく元気で良くしてくれた。楽しかった」と言ってくれたのでほっとしました。
　元旦におせちを食べながら、「歯が変な感じだ」というので、今度の土曜日に歯医者に連れて行こうと思います。
　母の晩年は、こんな感じで進行していますが、いずれ自立した入浴が困難になり、トイレも介助やおむつが必要になるはずです。また、床ずれも心配しなくてはいけないでしょう。
介護保険は本当にありがたい、これは実感として間違いなく言えます。でも先々は決して十分ではなくなるでしょう。在宅系の介護サービスは一日のうちあくまでも点として入ります。でも、点と点をつなぐ線がないと在宅での安心と安全は確保できません。たとえ状態が軽度でも、見守る人がいるかどうかは本当に大切だと思います。在宅生活を支える包括的ケアのあり方や特養ホームの存在意義等について今年も実感とともに考えていく一年になりそうです。
本年もどうぞよろしくお願いいたします。
介護主任　　
暖冬と言われていますが、油断の出来ない時期です。感染症（ノロウイルス、インフルエンザ）等には十分に注意を払い、利用者様の体調変化には、より配慮をしながらケアを行っていきます。

来年の四月には施設の移転も控えておりますので、より頑張らなくてはいけません。事故のないよう安心して過ごして頂けるよう努めてまいります。
今年もどうぞよろしくお願いいたします。

看護主任　

明けましておめでとうございます。

今年も感染症対策に気を付けていきますので、ご協力よろしくお願いいたします。

管理栄養士
新年あけましておめでとうございます。

来年四月から新しい施設に移ります。最後を締めくくれる思い出に残るような事が出来ればと思っています。

今年一年皆様には良い年を過ごせます様お祈り申し上げます。

機能訓練指導員
皆様が健康で安心して過ごせ、少しでも多くの笑顔が見られように努めて行きたいと思います。
相談員
新年あけましておめでとうございます。

浮間さくら荘移転まで、一年となりました。新さくら荘でも、皆様が笑顔多く過ごして頂ける様準備を進めていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。
相談員
また一歩、年を重ねて、利用者の皆様のみなさんの気持ちがよく理解できます。一緒に（ゆっくり）頑張っていきましょう。
お知らせ　
★預り金報告

　年に４回（六月末日、九月末日、十二月末日、三月末日）預り金の報告をしています。今回同封していますので、ご確認をお願いいたします。

★カレンダーをありがとうございました。

　利用者みなさんのお部屋に飾りました。今年も一枚一枚めくりながら、毎月の健康と平和を感謝しましょう。
退所のお知らせ　　　　　　　Ｋ・Ｋ　さん
Ｋさんはさくら荘で約一年前に入所をされました。

途中から「後で食べるから置いといて」と食欲がなくなり、その原因を調べるための入院をされました。

悲しいかな病院でも治せない病気もあります。その日の前日まで体のご不自由なご主人の面会で顔を合わせて旅立たれました。
心からのご冥福をお祈り致します。（享年八十五才）
Ｙ・Ｔ　さん
Ｙさんはさくら荘で丸六年を過ごされました。

娘さんの面会があると散歩を希望されて、よく出かけられていました。「『今日は都合で時間がないのよ。』と言うと、『じゃあ、もう帰っていい！』とスネられました。」と帰られる娘さんを、何度かお送りしました。
体調が悪くなり一時入院されましたが、「転院してまでの治療より、本人の持つ力で生きたいと望んでいると思います。」とご家族が相談し退院されました。そしてご家族の見守りのもと、穏やかに旅立たれました。
心からのご冥福をお祈り致します。（享年九十二才）
（追記）Ｙさんの娘さんは現在、家族会の副会長を務めて頂いています。「新施設に移転を楽しみにしています。それまで務めさせて頂きます。」と言って下さっています。感謝です。
★一月の家族会・定例会は、四階フロアで


平成二十八年一月二十三日（土）午後一時三十分～


　多数の方のご参加をお待ちしています。








